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1. 背景・目的 

自動車は現代を代表する工業製品であり，世界各国の

経済状況と環境問題に強い影響を与えている．地球レ

ベルでの持続可能な発展には適切な自動車サプライチ

ェーンマネジメントが求められる．従来の自動車サプ

ライチェーンマネジメントは新車を中心とした動脈サ

プライチェーンを中心に議論されてきた 1)．しかし近年

は経済のグローバル化によって，新車が一つの国でそ

の生涯を閉じず，他の国で中古車として第二の生涯を

始める自動車グローバルリユースの存在が注目を集め

ていている 2)．そこで，本研究は，新車を中心とする動

脈サプライチェーンに中古車を中心とする静脈サプラ

イチェーンを統合することで，新たに自動車グローバ

ルサプライチェーンを定義する．さらに，日本からの輸

出をケーススタディに，自動車グローバルサプライチ

ェーンの構造を定量的に明らかにする． 

 

2. 自動車グローバルサプライチェーン構造分析方法 

 本研究のグローバルサプライチェーンの構造分析で

は，貿易統計データ 3)より日本から輸出される新車，中

古車，新車部品，中古車部品を推計し，その輸出構造を

把握する（現状把握）．続いて，得られたデータを用い

て輸出構造をモデル化して，輸出の要因を定量的に把

握する（要因分析）．また得られたデータを用いて，新

車，中古車，新車部品，中古車部品の輸出量の相関関係

を分析することで，それぞれサプライチェーンの関係

性を把握する（相関分析）． 

現状把握：新車，中古車，新車部品，中古車部品輸出量

は，貿易統計 3)から価格分布を作成し混合分布モデル(1)

より新製品と中古製品を分割すること 4)で得られる． 

𝑃(𝑝; 𝜃) =∑𝜋𝑚𝛷(𝑝; 𝜇𝑚, ∑𝑚)

𝑀

𝑚

 (1) 

Pは混合分布，pは価格帯，θはパラメータ，mは分布 

 

の個数，μは平均，∑は分散，Φは正規密度関数である． 

 ここで，1988-2016 年，4 車種（乗用車，バイク，バ

ス，トラック），4 部品タイプ（エンジン系，車体系，足

回り系，電装系）を対象にする． 

要因分析：現状把握で得られた新車，中古車，新自動車

部品，中古自動車部品の輸出量に，回帰分析によって重

力モデル 5)を適用し，各要因のパラメータを推定する．

重力モデルは次式で与えられる． 

𝑙𝑛𝐸𝑋𝑃𝑖𝑗𝑡 = 𝛼𝑖 +∑ 𝑙𝑛𝛽𝑘𝑋𝑘
𝑘

+∑ 𝛾𝑙𝐷𝑙
𝑙

+ 𝜀𝑖𝑗𝑡 (2) 

 ここで，iは製品タイプ（新製品・中古製品），jは貿

易相手国，𝑋𝑘は要因（輸出国と輸入国の国内総生産額，

輸出国と輸入国の一人あたり国内総生産額，人口密度，

都市化率，国間距離）6)，tは年，EXPは輸出量，𝐷𝑙はそ

れぞれ内陸国と左側通行国に対するダミー変数，α，β，

γはパラメータ，εは誤差項である． 

相関分析：現状把握で得られた新車，中古車，新自動車

部品，中古自動車部品の相手国別輸出量間のピアソン

の積率相関係数を計算する．  

 

3. 自動車グローバルサプライチェーン構造分析結果 

現状把握：日本からの新車,中古車,新車部品,中古車部

品輸出量の推定結果を Fig.1 に示す．新車の輸出量は年

別で輸出量が大きく変化しているが中古車輸出量は年

別に大きな変化はない．新車部品の輸出量は近年減少

傾向にあるが，中古車部品輸出量は近年増加傾向にあ

り，自動車部品の輸出における中古製品割合が近年増

加していることが分かる 

要因分析：新車と中古車の乗用車に対する重力モデル

のパラメータ推定結果を Table.1 に示す．新車と中古車

共に国内総生産の高い国に多く輸出され，内陸国への

輸出量は少ない傾向がみられる．また中古車を輸入す

る国は左側通行国が多い傾向がある.
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一方で新車を輸入する国は一人あたり国内生産額が高

い傾向があり，新車と中古車の異なる特徴が確認され

た．  

相関分析：新車の各品目と，中古車，新車及び中古車部

品の品目の相関関係を Table.2 に示す．新車のトラック

と新部品の各品目，新車のバイク，乗用車，トラックと

中古車部品の各品目の相関係数が高くなっているとい

った，新車と中古車，自動車と部品の輸出状況間の関係

性を確認できた． 

 

4．結論 

 本研究では自動車グローバルサプライチェーン構造

を解明するため，日本からの新車,中古車,新車部品,中古

車部品の輸出量を推定し,その傾向を把握した．また輸

出量データから重力モデルを推定し，輸出の主要因を

特定化した．さらに新車,中古車,新車部品,中古車部品の

輸出量の相関分析を行うことで輸出状況の関係性を特

定した． これらの分析から自動車グローバルサプライ

チェーンは動脈サプライチェーンと静脈サプライチェ

ーンで構造が異なり，互いに影響を及ぼし合っている

ことが把握できた． 

今後は世界各国の自動車輸出を対象とした同様の分析

を行い，自動車グローバルサプライチェーン構造を踏

まえた経済，環境政策の策定が求められる． 
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Fig.1 日本の新車,中古車, 新車部品,中古車部品輸出量の 

年別推定結果 

 

Table.1 日本から輸出される新車と中古車の乗用車に対す

る重力モデルのパラメータ推定結果 

 新車 中古車 

 パラメータ ｔ値 パラメータ ｔ値 

α 

β１ 

β２ 

β3 

β4 

β5 

β6 

β7 

γ1 

γ2 

28.37 

-1.21 

0.70 

0.15 

0.27 

-0.03 

-0.23 

0.19 

-0.99 

0.12 

1.47 

-1.59 

27.93 

0.34 

6.00 

-0.88 

-1.79 

1.73 

-8.45 

1.03 

180.45 

-6.21 

0.64 

-0.02 

0.07 

-0.03 

-0.25 

-0.17 

-0.60 

3.45 

5.04 

-4.42 

14.10 

-0.03 

0.87 

-0.50 

-1.08 

-0.86 

-2.72 

16.63 

samples 

R
2 

955 

0.65 

 912 

0.38 

 

 

Table.2 新車の各品目と，中古車，新車部品，中古車部品

の各品目との相関分析結果 

  新車 

  バス バイク 乗用車 トラック 

中古車 バス 0.32 0.04 0.03 0.16 

バイク 0.10 0.25 0.20 0.21 

乗用車 0.13 0.10 0.16 0.19 

トラック 0.40 0.11 0.19 0.39 

新車 

部品 
エンジン -0.01 0.16 0.22 0.67 

車体 -0.01 0.17 0.22 0.67 

足回り -0.01 0.16 0.22 0.66 

電装 -0.01 0.17 0.22 0.66 

中古車 
部品 

エンジン 0.15 0.42 0.43 0.30 

車体 0.22 0.50 0.50 0.42 

足回り 0.24 0.38 0.38 0.47 

電装 0.18 0.34 0.31 0.30 
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